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製品安全データシート（ＭＳＤＳ） 

 
会社名   東豊薬品株式会社 

住 所   東京都葛飾区西新小岩４－１５－３ 

担当部門  生産部 

電話番号  03-3694-4781  Fax番号03-3694-4787 

作成日2004年3月23日 

 

製品名：白色ワセリン（日本薬局方収載品） 
 

物質の特定 

化学名          ：白色ワセリン 

             （石油から得た炭化水素類の混合物を脱色して精製したもの） 

 官報公示整理番号：（労安法）１２－２６１ 

 ＣＡＳ  Ｎｏ．  ：８００９－０３－８ 

 

危険有害性の分類 

分類の名称：分類基準に該当しない。 

 危 険 性：非危険物（可燃性固体類） 

 有 害 性：有用な情報なし。 

 環境影響 ：有用な情報なし。 

 

応急措置 

眼に入った場合    ：豊富な清浄な水で最低１５分間眼を洗浄した後、直ちに眼科医の 

                           診断を受けること。 

 皮膚に付着した場合：水と石鹸で充分に洗うこと。 

 大量に吸入した場合：空気の新鮮な場所に移し、医師の診断を受けること。 

 飲み込んだ場合    ：無理に吐かせずに、直ちに医師の診断を受けること。 

 

火災時の措置 

消火方法：初期の火災には炭酸ガス又は粉末消火剤等を用い、大規模火災には泡消火剤を 

         用いる。 

      水の使用は火災を拡大し、危険な場合がある。 

 消 火 剤：炭酸ガス、粉末又は泡消火剤等 

 

 

漏出時の措置 

周囲の着火源を取り除くこと。 

 少量流出時：土砂、ウエス等で吸着させて空容器に回収し、その跡を水で洗い流すこと。 

 大量流出時：漏洩した場所の周囲にロープを張り、人の立ち入りを禁止すること。 

             作業の際には、保護具を着用すること。 

             漏洩した液は、土砂等で流れを止め、安全な場所に導いた後、できるだけ 

             空容器に回収し、その後、水で洗い流すこと。この場合、濃厚な液が河川 

             等に排出されないように注意すること。 
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取扱い及び保管上の注意 

取り扱い：炎、熱（９４℃以上）、強力酸化剤に近づけないこと。 

 保    管：室温に保管すること。 

 

暴露防止及び保護措置 

    許容濃度：本剤を霧状にて使用する場合のＯＳＨＡ及びＡＣＧＩ基準：５ｍｇ／ｍ３ 

           （日本産業衛生学会許容濃度は鉱油ミストとして３ｍｇ／ｍ３） 

 設備対策：ミストが発生する場合は発生源の密閉化又は換気装置を付けること。 

 保 護 具：保護眼鏡：人により眼に入ると炎症を起こすことがあるため、取り扱う際は 

                     保護眼鏡を使用する等眼に入らないようにすること。 

           保護手袋：人により皮膚に触れると炎症を起こすことがあるため、取り扱う 

                     際は保護手袋を使用すること。 

 

物理的及び化学的性質 

外観等：白色～微黄色の全質均等の軟膏よう物質でにおい及び味はない。 

 揮発性：なし。 

 比  重：０.８１５～０.８８０（＠６０℃／２５℃） 

 融  点：３８～６０℃ 

 溶解性：水、エタノール又は無水エタノールにほとんど溶けない。 

         本剤を加温するとき、澄明な液となる。 

 

危険性情報 

引火点              ：２０４℃以上（COC-ASTMD92） 

 可燃性              ：あり。 

 発火性（自然発火性、水との反応性）：なし。 

 酸化性              ：なし。 

 自己反応性・爆発性        ：なし。 

 粉じん爆発性           ：なし。 

 安定性              ：安定 

 反応性              ：強酸化剤と反応する。 

 

有害性情報（人についての症例、疫学的情報を含む。） 

皮膚腐食性：現在のところ知見なし。 

 刺 激 性  ：一般的に皮膚、眼への刺激性はないが、人によっては刺激性がある場合も 

             ある。 

 感 作 性  ：現在のところ知見なし。 

 急性毒性  ： ＬＤ５０等現在のところ知見なし。 

 亜急性毒性：現在のところ知見なし。 

 慢性毒性  ：現在のところ知見なし。 

 がん原性  ：現在のところ知見なし。 

 変異原性  ：微生物、染色体異常等現在のところ知見なし。 

 生殖毒性  ：現在のところ知見なし。 

 催奇形性  ：現在のところ知見なし。 

 そ の 他  ：燃焼によりＣＯ、ＣＯ２を発生する。 
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環境影響情報 

分解性：現在までのところ有用な情報なし。 

 蓄積性：現在までのところ有用な情報なし。 

 魚毒性：現在までのところ有用な情報なし。 

 

廃棄上の注意 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律に従って廃棄すること。 

 ボイラーの燃料とともに焼却すること。 

 

輸送上の注意 

輸送前に容器の破損、腐食、漏れ等が無いことを確認する。 

本剤は非危険物であるが、可燃性固体類のため、消防法により第一類（塩素酸塩類、過酸化物等）

との混載は禁止されている。 

 

主な適用法令 

薬事法：日本薬局方、白色ワセリン 

消防法：指定可燃物、可燃性固体類 

 廃棄物の処理に関する法律：産業廃棄物規制 

 

引用文献 

参考文献：Ｗｉｔｃｈ  Ｃｏｒｐ．ＭＳＤＳ 

      島貿易株式会社．ＭＳＤＳ 

食品衛生法 

      日本薬局方（廣川書店） 

      米国  ＵＳＰ／ＮＦ及びＦＤＡ 

 

 

 

 

 

このMSDSは、我々が知り得た情報を基に誠意をもって作成しておりますが、記載のデータや危険、有害性の評

価に関しては、いかなる保証もなすものではありません。ご使用に先立って、危険、有害性情報のみならず、ご

使用になる機関、地域、国の最新の規則、条例、法規制などを調査し、それらを最優先してください。 

 ご購入いただいた商品は、安全性の点からも速やかに消費されることを大前提としております。その後、新た

な情報や修正が加えられる場合もありますので、万一ご使用時期が大幅にずれ込んだり、ご懸念を抱かれた場合

には、改めて弊社にご相談ください。 

また記載の注意事項は、通常の取扱を対象としたものであって、特別な取扱をする場合は状況に適した安全対

策を実施の上、充分な注意を払う必要があります。 

すべての化学製品は『未知の危険性、有害性がある』という認識で扱うべきであり、その危険性、有害性も使

用時の環境、扱い方、あるいは保管の状態、期間によって大きく異なります。ご使用時はもちろんのこと、開封

から保管、廃棄に至るまで、専門的知識、経験のある方のみ、あるいはそれらの方々の指導のもとで取扱うこと

を警告します。 

ご使用各位の責任において、安全な使用条件を設定くださるよう、お願い申し上げます。 

 


